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● 制作 

旧河道の再編と水害リスク低減のための流域モデル 

―羅漢寺川流域を対象として― 

猪野尾 ククル   園芸学部 緑地環境学科 環境造園学プログラム（主指導教員：木下 剛） 

INOO Kukuru 

 

１．研究の背景と目的 

 合流式下水道は、初の下水道基本計画である「東京市下水

道設計」（明治４１年策定）で採用されて以降、都市域の多

くで整備が進んだ。それにより都市の衛生環境は改善された

が、今日では、この下水道システムが都市型洪水の発生や、

水質汚濁といった諸問題の構造的な原因の 1 つとなってい

る。また、かつての都市化に伴う下水道・河川整備は、地域

の水辺環境を犠牲にして進められた面もある。しかし、現在

の河川は、治水・利水の役割に加え、地域の風土と文化を形

成する要素として、各個性を活かした川づくりが求められて

いる。 

本制作は、このような潮流の中で、既存の下水道システム

そのものを見直すことを通じて、地域の環境・文化を豊かに

するとともに、都市の水に関わる諸課題の根本的な改善を狙

うことを目的とする。 

２．研究対象 

対象地は、目黒区と品川区の境に位置する羅漢寺川流域で

ある。羅漢寺川は、目黒川を本川とし、２本の支川と１本の

農業用水路が流れ込む河川であったが、下水道の整備に伴っ

て暗渠化されその大部分に下水道幹線が敷設、地上の一部は

プロムナードとして整備されている。（図１）このように、

主要河川の支川が下水道幹線に転用され、その地上部が緑道

等に整備されている事例は少なくない。目黒川においては、

かつて存在した６本の支川のうち 5 本が同様の状態である。

（図２） 

また、旧河道周辺が谷地形であるため、浸水リスクが高く

なっており、想定最大規模の降雨（１時間最大雨量 153mm、

24 時間総雨量 690mm）で、最高１～3ｍに満たない程度の浸

水が予測されている。目黒川付近に至っては、最高 3～5ｍ

の浸水が予測されている。（図３） 

３． 研究方法 

前述したような課題を改善するうえで重要なことは、CSO

（特に、汚濁濃度が高い初期越流水）の河川への流入量を減

少させることである。空間的な制約が大きい都区部では河川

再生や下水道の分流化を行うことが非常に困難であるため、

雨水の下水道管への流入量を減らす、あるいは流入速度を遅

らせるような機能を、旧河道を中心に持たせることとする。 

まず、旧河道に対して、歩道の有無や幅員、隣接する公園

の大きさから、モデルとなるＡ～Ｇの類型（下表）を定める。

表 1：車両交通の可否と歩道の有無による分類 

 歩道の有無 路肩の有無 幅員の目安  

車

両

可 

歩道あり 

(又は設置可能) 

 
4.5＜Ｗ Ａ 

歩道なし 

(又は設置不可) 

あり(設置可能) 3.5≦Ｗ Ｂ 

なし(設置不可) 3.0≦Ｗ＜3.5 Ｃ 

車両不可・歩者専用   Ｄ 

表２：隣接する緑地の面積による分類 

公園緑地等の大きさ 利用形態の例  

小 (0∼0.3ha 程度) 街区公園、児童遊園 Ｅ 

中 (0.3∼4.0ha 程度) 近隣公園、地区公園、緑道 Ｆ 

大 (4.0ha～) 都立公園、都市基幹公園 Ｇ 

（都区部の区立公園の平均面積…約 0.4ha） 

そして、既存の下水道システムの集水路や集水域から雨水の

流れを明らかにしつつ、雨水の地下浸透を促進する、または

貯留による流出抑制・遅延効果のあるグリーンインフラ等を、

Ａ～Ｇそれぞれに組み込んでいく 

４． 提案 

 (１)集水部（集水路）での地下浸透、(２)窪地部での地下

浸透、(３)窪地部での貯留、(４)下水道管へのオーバーフロ

ー、という 4 つの段階（図４）を適宜組み合わせる。これに

より、雨水の流出速度を低下させ、下流域への急速な集中を

緩和することができる。（図５）Ａ～Ｇについて、(１)～

（４）のどれを適用するのかまとめると、ＡＤＥ―

(１)(２)(４)、ＢⅭ―(１)、ＦＧ―(１)(２)(３)(４)となる。

適用する番号が同じでも類型ごと合わせた形で提案する。 

 旧河道上に再び水を表出することで、かつて河川が流れて

いたことを想起させ、土地の変遷を感じ取らせるとともに、

既存の下水道システムが抱える問題を緑地空間の創出によっ

て改善していくことができると考える。 
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図１）羅漢寺川流域の旧河道の現状と周辺環境 

 

  

図２）目黒川流域の旧河道の現状 

 

  

  

図３）羅漢寺川流域の浸水ハザードマップ １）一部抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４）雨水フローのイメージ 
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図 5）表面流出水の分布の変化 
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